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Whenthethirdinstarlarvaeofthecommon

housef】y･MuscadomeJLiLnVicina,weredippedt
inO･01% lindaneemulsionforoneムour,some

were stirvived, pupated and emerged. This

paper･is the descriptionlof th oSe SPrVived
individuals.

1. Theweightofpupaedecreased in the
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followingorder;untreated,pormalpupaetrea-

ted,abnormalpt.paetreated･ThelateptIpated

individualswerelighteftIlantileearlypupated

individuals(TaF1e1)･

2. Thepercentageofemergencelrom those

pupaewasalsoasfollowingorder;untreated

pupae,nom alpupaeandabnormalpupae,仏e

latestemFrginginverylowpercentage_(Tab一e2)･

3･ Onthepupalperiod,controlwasshorter

than thetreated.Se文ualdifference on the

pupalperiodandtheweightofpupaewerenot

remarkable(Table3).

4. Bodyweightofth eadultsemergedfrom

thosepupaealso decreased in the following

order; contro一, normal pupae and abnelrmal

pupae.Sexualdifferenceofbodyweightof仏e

adultwasseeninGOntrOlbutdid notin the

treatedplots(Table4).

5. The duration ofadult stagewashot

differentbetweencontrolandtLeated (Fig.2).

6. Preovipositionalperiodswerethesameat

everyplots,IOntheotherhandtheovipDSit'ional

period･ofthecontroladultwaslongeTthanthat

ofthetreated.Numberofeggsproducedbythe

control female wasmore than･thatofthe

treated.T九eeffectoftilepopulation density

onitwasnotdetected(Table5).

7.Theovipositionaltrendw?ssimilarboth in

controlムndtreated(Fig.3).

8..Themeadsizeofegg一masswasgradually

increasedwith increaseofpopulation density

(Fig.4)･

9. Someofthe abnormalpupae-emerged

successfullyandtheirr'eproductivepotentialdid

notdifferfrom thetreatednormalpupae.

抄

2つのイエバエ野夕個 体群の増殖能力の比較

Knapp,F.W.andH.Knutson:Reproductive

potentialand longevityoftwo relatively

王solAted field populations of insecticide-

susceptiblehouseflies.J.Econ.Entomol:

･51:43-45(1958).

殺虫剤処理によって昆虫個拝酢の生態に変化が生じ

て来るという記録はしばしばみられ,殺虫剤抵抗性と

その変化とのBg係にづいて論じた報告も多い.筆者も

殺虫剤を処理したイエバェの生態の変化についていく

つかの報菖をしている.たとえばJ.Econ.ErltOmOl.

49,310,1956;J.Econ･EntomoL5,0,49O,1957

である.両托菖では殺虫剤処理で生き残った個体の産

卵力の変化を認めているが,これは成虫期間の長さや,
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産卵数の日変化等が異なることによる.

この報告ではカンサス州の互に110マイル離れた2

地区で採集して来たイエバエの産卵能力と生存日数の

比較をしている.両地区とも数年間殺虫剤の撒布をし

ていないと思われ, また DDTに対する抵抗性もみ

られない.両者には産卵の週経過,卿化率,痢化乳

羽化率などに有志な差がみられる.

･このようなことから.同じ方法で防除をした時,そ

の結果にみられる変異のいくつかを説明出来よう.ま

た野外Q?個体群や系統間の内的な性質の差がみられる

ことからへ生物学的な変異と,殺虫剤抵抗性のような

性質との間に必ずしも相関関係を考える必要がないこ

とは明らかであろう. 〔高橋免税〕
′

=三のダニのパラチオン抵抗性系統について

Morgan,C.Ⅴ.G.and N.H.Anderson:

Notesonparatllion一丁eSistantstra三msoftwo

pllytOpllagOuSmitesandapredaciousmite

in British Columbia.Canad.Ent.90:

92-97(1958).

･カナダの BritishColumbiaのOkanaganValley

の3つの乗船園で,1951年から1955年にかけて毎年3回

のパラチオン撒布を続けたが,･)ンゴノハダニMeLa-

1eETmyChusulmiKoch,))ンゴノサビダニ Vasaies

s{hl_ochleTldliNal.の'パラチオン抵抗性の系統が

2年間で発達した.その結果として1954-5年にはこ

れら̀の害虫が著しく増加した.

これらの害虫を捕食する T〉phlodromus屑の ダ

土も,撒布開始後2年間はパラチオン剤の撒布によっ

て減少したが,1952年夏以来 T.occideTILalisが同属

の他の種よりも著しく増加してきた.このダムはパラ

チオンを撒布していない果樹園では極めて少いので1.

こqダニの増加が Tl0cciden'alisが先天的にパラチ

ォンに対して強かったためか,あるいはパラチオン撒

布の結果として抵抗性を発達させたことによ8-のかは

,明らかでない. 〔前田 理〕

コクヌスト毛ド牛類の温度喜好性

Gral1am,W.M.:Temperaturepreference
determinations using Trzrbolt'um..Anim.

Behav.6:231-237(1958).

貯蔵穀物内の温度分布がコクヌストモドキ Tribo-

lt'um の個休数変動に彫哲すると思われるので,I270

で飼育したT.castaneumとT.co71fusumの成虫の

温度選好性を,280-140の焼斜を持つ長さ8..40cm

の装置を用いて甜定した.両種とも290に保たれてい

たものは,それぞれ280の温度部位に86_3%,64.5/oof
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というかなり強い袋合性を示し,T.cashneumの万

が T.copfLLSum よりも高温の選択性が強い.270に

保たれていたもめでは,230に対してそれぞれ 49.0

%,6.8%の袋合性を示した.270に保たれていた両種

を290に移した場合,少くとも1週間以上経過しない

と典型的な200に対する反応を示さなかった.両種と

もその生態的反応は250附近で変化するように思われ

る.以上のような実験結果から,温度に対する反応の

強さは飼育中の環境温床に依存している事が知られ

とくた低温環境に置かれていたものはかなり強い高温

への反応を示している.270に保たれていたT.casta-

･neum.と T･confusumでは,前者の方が後者よ1り
も高温に対してかなり強い選択性を示しているので,

高温の琴墳下では T･casね,teumが T･confusum
よりも有勢であると思われ,これが両種の地理的分布

を決定する大きな要因であると思われる.

〔町田明哲〕

ピレトリンの新共力剤

Adolphi:Examinationofapyrethrumsyner-

gist.Pre一iminary information.Pyrethrum -

po,'t4,No.4,3-5(1958).

現在まで ピレトリンの共力剤としては piperonyl

butoxideを始めとして metllylenedioxyphenyl基

を有するものが主として研究されて来た.-最近 me-

thylenediox汀henyl基を有しない新共力剤 として

Octaclllorodipropylether(S-421)がすぐれた効力を

もつことを発見 した (DeutsclleAuslegescIlrift

1,029,189). このものの合成法は Beckeおよび

Sperberによって示された (DeutschesBundespa-

tent1,018,044).

cc13-CHCl-CH2-0'-CH2･CHCl･CC13

このものは比重1.65,引火点1900以上,粘度 (200)
が 6.07Eである.毒性は p王peronylbutoxideとは

ば同程度である~.ィェバ工,カ,ゴキプ･),ア･),チ

ャイロコメゴミムシグマシ,ショウジョウバエを用い

てピレト.)ンとの共力性が試験された.イエバエを用

いた Peet-G巧dy試験の結果は上衣の通りであった･

またカに用いられた時にもpiperonyllmtox王deより

もすぐれた致落下効界を示した･. 〔高原弘和コ


